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６月定例会報告
補正予算
一般質問
行政視察報告
もっと知ろう「国会と町議会」
議会の動き
議会と町民の対話の集い開催

吉川区　月山神社祭典吉川区　月山神社祭典

「若い人」シリーズ  　
「吉川若衆会」のみなさん

活動紹介は裏表紙にあります。

「若い人」シリーズ  　
「吉川若衆会」のみなさん

活動紹介は裏表紙にあります。

よしかわわかしゅうかいよしかわわかしゅうかい

※モニターの声は前号の議会だよりに対するものです。
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課
題
と
思
わ
れ
る
点

①　

拠
点
地
形
成
事
業
と

し
て
計
画
さ
れ
た
住
宅
団

地
の
第
２
次
購
入
予
定
地

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

こ
と

②　

定
住
人
口
を
確
保
す

る
に
は
、就
労
の
場
が
必
要

で
あ
る
が
、企
業
の
倒
産
や

撤
退
に
対
す
る
対
策
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

③　

６
次
産
業
の
要
と
な

る
は
ず
の
山
菜
や
き
の
こ
、

特
色
あ
る
農
産
物
の
量
産

化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

④　

82
万
人
と
し
た
観
光

交
流
人
口
の
目
標
が
達
成

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤　

流
雪
溝
の
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と

　

６
次
産
業
を
成
功
さ
せ

る
に
は
、町
の
特
性
に
あ
っ

た
山
菜
や
農
産
物
の
量
産

化
を
図
り
、産
業
と
し
て

育
て
る
に
は
町
を
上
げ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、企
業
誘
致
が
難

し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す

が
、町
存
続
の
た
め
に
は
働

モニターの声 特集記事の質疑はとても分かりやすかった。町民に注目してほしい点は線を引くなど強調してはどうか モニターの声 第６次総、議員一人ひとりがしっかり見極めてほしい！

第５次総合計画　後期実施計画の実績報告
第６次総へどうつなぐ

く
場
所
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
で
は
、冬
期
間
で

も
安
心
し
て
暮
せ
る
町
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

６月
定 例 会

　

平
成
26
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
４
日
間
の
開
催
と
な
り
、

町
か
ら
は
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
や
補
正
予
算
な
ど
６
件
の
案
件
提
出
と
、

西
川
町
総
合
開
発
㈱
と
㈱
米
月
山
の
経
営
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
継
続
審
査
と
し
て
い
た
２
件
の
請
願
採
択
と
、
意
見
書
提
出
を
議
題

と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
６
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
の
開
催
中
に
、
第
５
次
総

合
計
画
の
最
終
実
績
と
な
る
後
期
実
施
計

画
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
５
次
総
は
、
自
ら
の
力
で
揺
ら
ぐ
こ

と
な
く
夢
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
に『
豊
か
さ
と
自
立
へ
の
挑
戦
』と
し
、

７
つ
の
基
本
構
想
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、

報
告
を
受
け
た
結
果
次
の
よ
う
な
課
題
が

見
え
て
来
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
各
分
野
の
実
績
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
第
６

次
総
へ
ど
う
つ
な
ぐ
の
か
を
確
認
し
、
過

不
足
が
あ
れ
ば
町
と
協
議
し
て
速
や
か
に

課
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

▲西川小学校運動会

基本構想の
７つの分野 主 な 実 績 と 課 題

１
、
人
口
と
土
地
利
用

●みどり団地の整備がなされ、19 区画の予定に対し 10 区画の申し込みがありました。
　さらに第２次購入予定地の見通しを立て、住み続けたい町となるための魅力づく
　りに向けた拠点地の整備が必要です。
●コーポ睦合の入居者は目標を超えましたが、長期賃
　貸住宅や高齢者住宅の建設も計画通りに進めなけれ
　ばなりません。
●働く場の確保は、定住人口の確保に欠かせません。
　町民の働く場所の確保対策を急ぐ必要があります。
●交流人口の拡大や I J U ターン者の対応についての
　課題を整理し、今後に向けた対策を示す必要があり
　ます。

２
、
町
民
の
所
得
向
上

●町の重点作物である、なす、南瓜、ニンニク、さくらんぼ、啓翁桜、山菜、きの
　この生産額は合わせて 7,871 万円とあまりにも低額です。少量多品目から量産化
　に向けた取り組みにより所得を向上させることが大切です。　
●認定農業者 18 人、新規就農者 4 人、機械利用組合 3 団体、農業生産法人 2 団体と
　いう現状にあります。生産者を確保するためには、若い農業従事者が力を発揮で
　きる条件を作り上げることが急務です。
●「月山ブランド」は、ブランド品の拡大を図るために 20 品目の目標を立てました
　が、さくらんぼ、根まがり筍、月山しおで、白い発芽胚芽米の 4 品目に留まって
　います。ブランドの活かし方を工夫し拡大することが大切です。
●平成 25 年の目標を 82 万人とした観光交流人口の目標は
　達成されませんでした。観光立町にふさわしい対策が必
　要です。また、教育旅行は、日本一の自然教育を目指す
　町としての施策を強化すべきです。
●現在 24.2% の町内購買力指数を上げるためには、月山フ
　レカや商品券の販売など、町内流通を活発にするための
　施策が必要です。
●町内企業の倒産や撤退により働く場が失われています。
　企業誘致対策を強化することが大切です。
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請
願
の
採
択

　
☆
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃

　

止
を
求
め
る
意
見
書
の

　

提
出
に
関
す
る
請
願
書

　

（
賛
成
５　

反
対
４
）

☆
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

　

悪
反
対
を
求
め
る
請
願

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

意
見
書

☆
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃

　

止
を
求
め
る
意
見
書

　　
　

同
法
は
、
国
民
の

　

「
知
る
権
利
」
や
表
現

　

の
自
由
、
取
材
・
報
道

　

の
自
由
を
著
し
く
制
限

　

し
、
日
本
国
憲
法
の
基

　

本
原
理
を
根
底
か
ら
覆

　

す
も
の
で
、
秘
密
の
範

　

囲
が
際
限
な
く
拡
大
し
、

　

処
罰
範
囲
が
広
が
る
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
。
現

　

状
で
は
到
底
施
行
す
べ

　

き
で
な
い
と
考
え
意
見

　

書
を
提
出
し
ま
す
。

モニターの声 町の予算、大噴水の維持管理に1000万円も使われているのですか… モニターの声 雪があっても、西川町は住みよい町だと思っています

基本構想の
７つの分野 主 な 実 績 と 課 題

３
、
自
信
と
誇
り
を
育
む

学
習
と
実
践　

●スポーツサポート西川、スポーツ少年団、町民みんな体育
　の日、各種スポーツ大会など、スポーツ的イベントの参加
　率が低いので、改善のための工夫が必要です。
●生涯学習の推進体制を強化するとともに、国際社会に対応
　できる人づくりなどの事業展開が必要です。

４
、
安
全
、
安
心
、
安
ら
ぎ

の
あ
る
生
活　
　

●安全、安心の対策は特に重要です。町民の理解を深めることや共通認識に立てる
　ような手立てと対策が必要です。
●冬の生活を快適に暮らすための流雪溝の
　整備による雪対策は、水利権の確保等あ
　らゆる手法で解決することが大切です。
●克雪、利雪に対する取り組みが不十分で
　す。

５
、
美
し
く
快
適
な
生
活
環
境

●町道改良事業５路線（梅沢根際線、岩根沢線、坂の上線、沢口向中岫線、太郎綱取線）
　の中で完成したのは岩根沢線だけです。また、橋梁整備事業３橋梁のうち稲沢橋
　と根子沢橋は工事中です。本道寺橋は平成 27 年に工事予
　定です。
●高速通信網の整備とともにインターネットの接続世帯は
　53.7％に達しています。
●水にこだわった町づくりをしてきた経過は町民の誇りと
　して印象深いが、取り組みの評価と今後の見通しを明ら
　かにしておく必要があります。

６
、
生
涯
に
わ
た
る
保
健

      

と
医
療
と
福
祉　
　

●町立病院の利用率が下がっています。町民に親しまれる施
　設となるようさらなる努力が必要です。
●総合がん検診の受診率は 71.9％、子宮がん検診の受診率は
　47.6％です。各種健診の受診率を高め、現役 80 代の目標実
　現につなげることが大切です。

７
、
町
民
と
行
政
の

　

信
頼
と
協
調

●町長と語る会などを通し、町民と町が情報の共有化を図り、町政への参画意識を
　高め、いきいきとした信頼関係をつくることが大切です。

　

提
出
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　

内
閣
官
房
長
官

　
　
特
定
秘
密
保
護
法
担
当
大
臣

　
　

衆
議
院
議
長

　
　

参
議
院
議
長　

　
☆
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪

　

反
対
を
求
め
る
意
見
書

　
　

解
雇
し
や
す
い
正
社

　

員
を
増
や
す
懸
念
の
あ

　

る
「
限
定
社
員
」
の
普

　

及
や
、
「
解
雇
の
金
銭

　

解
決
制
度
」
等
労
働
者

　

を
保
護
す
る
ル
ー
ル
の

　

後
退
が
懸
念
さ
れ
る
議

　

論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、

　

労
働
者
の
処
遇
改
善
を

　

求
め
意
見
書
を
提
出
し

　

ま
す
。

　

提
出
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　

経
済
再
生
担
当
大
臣

　
　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　

衆
議
院
議
長

　
　

参
議
院
議
長

継続審査の請願の採択 意見書の
提出

第
23
期
西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社

経
営
状
況
報
告

　

前
期
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
売
上
重
視
か
ら
収
益
重

視
を
目
標
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
売
上
高
（
受
託
料
含

む
）
は
４
億
８
千
489
万
６
千
円
と
前
年
対
比
93
％

（
３
千
677
万
４
千
円
減
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
原
価
、

経
費
を
抑
え
た
事
に
よ
り
、
純
損
益
は
104
万
５
千
円
と

２
年
連
続
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◆
純
資
産
額

　
　
　
　
　
　

資
本
金　
　

１
億
円

　
　
　
　
　
　

純
資
産
額　
　

５
千
140
万
円

　
　
　
　
　
　

累
積
赤
字
額　

４
千
860
万
円

　

主
力
商
品
の
白
い
発
芽
胚
芽
米
「
月
山
ま
ん
ま
」

「
つ
や
姫
」
の
取
扱
量
は
年
間
計
画
の
20.

9
％
で
販

売
環
境
が
大
変
き
び
し
い
中
、
原
料
玄
米
の
仕
入
れ
価

格
が
高
く
、
収
益
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
限

り
の
対
策
を
講
じ
て
最
善
の
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
経
常
利
益
は
68
万
円
の
減
と
な
り
、
２
期
連
続
の

赤
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◆
純
資
産
額

　
　
　
　
　
　

資
本
金　
　

２
千
万
円

　
　
　
　
　
　

純
資
産
額　
　
　
　

16
万
円

　
　
　
　
　
　

累
積
赤
字
額　

１
千
984
万
円

第
８
期
株
式
会
社
米
月
山

☆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

　

に
つ
い
て
（
再
任
）

　

 

柴
田
万
喜
子
さ
ん（
睦
合
）

　
　
　
　
　

   

（
全
員
賛
成
）

☆
財
産
の
無
償
貸
付
け

　

に
つ
い
て

　
　

旧
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン  

　

ド
の
一
部
を
、
ケ
ー
シ
ー
フ

　

レ
ー
ム
株
式
会
社
に
無
償
貸

　

付
し
て
い
た
が
、
会
社
の
希

　

望
に
よ
り
、
貸
付
面
積
を
増

　

や
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム
株
式

会
社
は
、
ケ
ー
シ
ー
ス

チ
ー
ル
株
式
会
社
か
ら
社
名
変

更
し
て
い
る
が
、
契
約
上
問
題

は
な
い
の
か
。

業
務
の
内
容
は
す
べ
て
継

承
さ
れ
て
い
る
の
で
問
題

な
い
。
答 問
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質
疑

土
木
総
務
費

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
対
す
る
補
助
金
の

今
年
の
計
画
内
容
と
進
み

具
合
は
。

各
区
か
ら
の
申
し
込

み
数
は
全
体
で
１
千

18
基
だ
。

　

25
年
度
の
実
施
は
244
基
、

26
年
度
の
要
望
は
327
基
な

の
で
、
２
年
間
で
56
％
完

成
す
る
こ
と
に
な
る
。
残

り
44
％
は
当
初
の
予
定
ど

お
り
平
成
29
年
ま
で
申
請

を
受
け
付
け
る
。

農
林
水
産
業
費

果
実
の
枝
折
れ
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
雪

害
に
対
す
る
補
助
金
は
、

大
雪
で
被
害
が
多
か
っ
た

が
、
適
切
な
除
雪
を
し
た

農
家
と
し
な
い
農
家
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
確
認

し
た
上
で
補
助
対
象
農
家

を
決
定
し
て
い
る
の
か
。

モニターの声 議員の顔写真は正面を向いたものにしてはどうでしょうか モニターの声 町の借金は増えてばかり。いつになったら借金がなくなるのでしょうか

５
人
の
一
般
質
問

５人の議員が、次のことについて一般質問を行いました。
議会だよりには、１議員１項目のみの掲載となりますので、詳しくは
町のホームページの中にある６月定例会録画中継をごらんください。

一 般 質 問

宮林　昌弘　議員　◆どうなる、どうする中山間地農業

飯野　咲子　議員　◆町民体育館の整備について

佐藤　幸吉　議員　◆「西川町の地酒、地ビール、地ワインで乾杯を
　　　　　　　　　　推進する条例」の制定を

奥山　敏行　議員　◆まちづくりデザイン構想をどう進めるか
　　　　　　　　　　（環境と景観）

伊藤　哲治　議員　◆各種委託料及び負担金補助及び交付金のあり方
　　　　　　　　　　について
　　　　　　　　　◆今後の住宅団地整備計画について

①　

中
山
間
地
域
で

は
、
減
反
廃
止
の
打

撃
は
大
き
い
と
認
識
し
て

い
る
。

②　

専
業
農
家
は
18
戸
、

認
定
農
業
者
は
18
人
と
少

な
く
、
農
業
従
事
者
の
平

均
年
齢
は
71.
7
歳
と
県

内
で
一
番
高
齢
で
あ
る
こ

と
か
ら
担
い
手
の
育
成
は

緊
急
の
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

　

農
地
は
、
中
山
間
直
接

支
払
制
度
に
よ
り
26
の
集

落
協
定
を
結
び
、
維
持
管

理
を
行
な
っ
て
き
た
。
今

後
と
も
国
の
制
度
を
有
効

に
活
用
し
た
い
。

③　

そ
ば
、
枝
豆
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ナ
ス
、
ニ
ン
ニ
ク

な
ど
徐
々
に
収
量
・
収
益

は
増
え
て
い
る
。

啓
翁
桜
の
規
模
拡

大
な
ど
も
実
施
し

て
お
り
、
特
産
品

の
産
地
化
は
徐
々

に
図
ら
れ
て
い
る
。

④　

国
の
政
策
を

見
極
め
な
が
ら
町

の
農
業
振
興
を
確

立
し
て
い
く
。

①　

国
の
農
業
政
策

は
大
き
く
転
換
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

や
減
反
廃
止
に
対
す
る
町

長
の
見
解
は
。

②　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
で
耕
作

放
棄
地
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
農
地
の
維
持
管
理

や
後
継
者
育
成
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

③　

町
の
農
産
物
は
以
前

か
ら
少
量
多
品
目
で
、
農

産
物
の
顔
が
見
え
な
い
。

町
の
顔
と
な
る
特
産
物
の

産
地
づ
く
り
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

④　

農
業
生
産
の
持
続
可

能
な
取
り
組
み
に
よ
る
農

山
村
の
生
き
残
り
策
は
。

問

答

農業
政策

どうなる、どうする
　　　　　中山間地農業

国の政策を見極めながら振興を図る町長宮林　昌弘　議員

▲原地内の水稲作付状況

Ｊ
Ａ
や
地
域
等
に
確

認
し
て
精
査
し
、
決

定
を
し
て
い
る
。
今
回
は

稲
沢
の
山
ブ
ド
ウ
の
棚
と

ブ
ド
ウ
団
地
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
等
に
対
す
る
補
助

だ
。

各
地
区
で
春
先
に
融

雪
の
た
め
に
雪
消
し

を
し
て
い
る
が
、
今
年
度

は
大
雪
の
割
に
春
の
雪
解

け
が
早
か
っ
た
。
融
雪
遅

延
対
策
補
助
金
の
申
請
に

基
準
日
は
定
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
地
区
に
任
せ
て

い
る
の
か
。

融
雪
の
時
期
は
地
区

に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
地
区
に
任
せ
て
い
る
。

ま
た
、
交
付
決
定
金
額
は

実
績
に
応
じ
て
、
領
収
証

を
確
認
し
て
金
額
を
決
定

し
て
い
る
。

 主な補正予算
■総務費
　集落支援員活動支援金　　　　　　　　　５４万円
　高速道路上に架かる橋の補修設計等委託料　３００万円
■農林水産業費
　農業施設雪害被害農家へ補助金　　　　２２１万円
■土木費
　防犯灯のＬＥＤ化補助金　　　　　　　　９９万円
　各地区除雪場の春の雪消し対策補助金　２４８万円
　道路工夫賃金（１名追加）　　　　　　１５３万円
　町道太郎綱取線改良事業　　　　　　　　９３万円
■教育費
　コミュニティ助成事業助成金(海味の神輿）２５０万円
■災害復旧費
　町単独土木災害復旧事業　　　　　　　１００万円
■簡易水道特別会計
　大井沢佐土橋配水管布設替工事等　　　６０2万円
■公共下水道事業特別会計
　西間沢地内地下水対策工事　　　　　　　７７万円

問

問

問 答

答答

補正
予算

　一般会計は、高速道路上に架かる橋の補修設計と点検業務委託等
の補正として、当初予算に２千758万２千円を追加し55億５千458
万２千円になりました。
　また、簡易水道特別会計は、昨年の災害復旧として大井沢簡易水
道管布設替工事等の補正として当初予算に601万６千円を追加し
４千855万９千円に、公共下水道事業特別会計は78万円を追加し
1億７千725万７千円に、介護保険特別会計は1万円を追加して７億
345万８千円になりました。　　　　　　　　　　　　（全員賛成）

（万円未満四捨五入）

あ
づ
ま
橋
の
旧
橋
撤
去

工
事
請
負
金
額
の
増
額

528
万
円

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

特
別
職
等
の
給
与
削
減

町
長
20
％
、
副
町
長

10
％
、教
育
長
5
％

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

主
体
工
事
請
負
契
約

　

㈱
高
松
木
材

　
　

３
億
９
千
312
万
円

機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

　

弘
栄
設
備
工
業
㈱

　
　

５
千
162
万
円

電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　

東
北
電
化
工
業
㈱

　
　

６
千
339
万
円

　
（
す
べ
て
全
員
賛
成
）

役
場
庁
舎
耐
震
改
修
工
事

町
営
住
宅
建
築
工
事

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
請
負
契
約

　

㈱
佐
藤
建
設

　
　

７
千
884
万
円

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
請
負
契
約

　

建
築
土
田
、設
楽
技

　

建
特
定
建
設
工
事
企

　

業
体

　
　

５
千
508
万
円

町
営
住
宅
に
使
用
す
る

町
産
木
材
製
品
購
入

　
西
川
町
製
材
協
同
組
合

　
　

１
千
85
万
円

　
（
す
べ
て
全
員
賛
成
）

　
第
１
回
臨
時
会

4
月
25
日
開
催

　
第
2
回
臨
時
会

5
月
20
日
開
催
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５
人
の
一
般
質
問

５
人
の
一
般
質
問

①　

委
託
料
の
割
合
は

10
％
で
５
億
５
千
万
円
。

適
切
で
効
率
的
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

各
種
団
体
や
民
間
企
業
に
も

役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
の
で
、
委
託
は
重
要

な
手
法
と
考
え
て
い
る
。

②　

約
６
千
５
百
万
円
だ
。

事
業
終
了
後
は
担
当
課
に
よ

る
評
価
と
総
合
計
画
の
達
成

状
況
の
観
点
か
ら
検
証
を
行

い
、
継
続
や
廃
止
等
の
決
定

を
し
て
翌
年
度
に
反
映
さ
せ

て
い
る
。

③　

西
川
町
総
合
開
発
㈱
は
、

指
定
管
理
制
度
に
基
づ
く
委

託
で
あ
り
経
営
状
況
と
直
接

関
連
は
な
い
。
㈱
米
月
山
は
、

総
合
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

建
設
し
た
町
の
施
設
な
の
で
、

事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は

維
持
管
理
の
業
務
委
託
を
行

う
。

町
に
は
月
山
の
湧
水

か
ら
生
ま
れ
た
日
本

酒
、
地
元
の
風
土
を
生
か

し
た
ワ
イ
ン
、
県
内
唯
一

と
な
る
地
ビ
ー
ル
が
あ
る
。

　

３
種
が
そ
ろ
っ
て
い
る

県
内
唯
一
の
町
と
し
て
情

報
発
信
す
る
こ
と
は
観
光

素
材
と
し
て
も
有
効
だ
。

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
６
月
14

日
か
ら
３
か
月
間
実
施
さ

れ
る
の
で
、
町
の
魅
力
を

全
国
に
情
報
発
信
す
る
好

機
と
と
ら
え
て
お
り
、
地

ビ
ー
ル
月
山
に
は
「
山
形

ビ
ー
ル
」
、
月
山
自
然
水

に
は
「
山
形
日
和
」
の
ラ

ベ
ル
を
付
け
て
県
内
全
域

で
の
販
売
を
展
開
し
、
売

上
を
伸
ば
し
て

い
る
。

　

乾
杯
推
進
の

条
例
は
、
今
年

町
制
施
行
60
周

年
を
迎
え
る
の

で
、
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て

進
め
て
い
く
。

体
育
館
の
整
備
検
討

は
一
昨
年
の
町
長
と

語
る
会
で
意
見
を
聞
き
、

そ
の
後
役
場
内
部
の
検
討

委
員
会
と
町
民
に
よ
る
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
意

見
を
集
約
し
た
。
建
設
単

価
の
上
昇
や
委
員
会
の
協

議
結
果
に
基
づ
く
設
備
の

追
加
な
ど
に
よ
り
、
当
初

見
込
ま
れ
た
金
額
よ
り
上

昇
し
た
た
め
に
、
議
会
に

説
明
す
る
と
と
も
に
、
昨

年
の
町
長
と
語
る
会
で
も

説
明
し
た
。

　

町
民
体
育
館
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
ま
ず
も
っ
て

安
全
で
あ
り
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
の

利
用
に
応
え
ら
れ
る
施
設

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
進
め

方
は
今
年
の
町
長

と
語
る
会
で
説
明

す
る
。

　

新
築
か
改
修
か

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

町
に
は
「
地
酒
・
地

ビ
ー
ル
・
地
ワ
イ

ン
」
の
３
つ
の
酒
が
製
造

さ
れ
て
お
り
、
自
然
豊
か

な
町
の
恵
み
の
産
物
と
し

て
、
西
川
フ
ェ
ア
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
大
変
人
気

が
あ
る
。

　

今
年
は
、
山
形
県
の
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
年
で
あ
り
、

３
つ
そ
ろ
っ
た
酒
の
宣
伝

は
時
期
を
得
た
取
り
組
み

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　

町
で
、
「
西
川
町
の
地

酒
・
地
ビ
ー
ル
・
地
ワ
イ

ン
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
宣
伝
活

動
し
て
は
ど
う
か
。

町
民
体
育
館
は
、
当

初
耐
震
補
強
の
改
修

よ
り
、
新
築
の
方
が
経
費

も
安
い
と
「
町
長
と
語
る

会
」
で
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
築
の
予
算

が
大
き
く
変
わ
り
、
現
在
、

改
修
６
億
、
新
築
で
は
付

帯
工
事
や
備
品
等
で
大
変

な
金
額
と
な
る
。

　

国
は
東
日
本
大
震
災
後
、

改
修
の
補
助
を
新
築
と
同

率
に
し
、
適
切
な
改
修
で

建
物
の
寿
命
を
70
～
80
年

に
延
ば
せ
る
と
し
て
い
る
。

　

不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
施
設
は
、
安
全
が

最
も
大
事
だ
。
新
築
か
改

修
に
つ
い
て
町
民
へ
の
説

明
と
ア
ン
ケ
ー
ト
が
必
要

で
は
な
い
か
。

問

問

答

答

町民
体育館

耐震対策の状況説明と
アンケート調査を

説明はするがアンケートは考えていない町長

佐藤　幸吉　議員

飯野　咲子　議員

乾杯
条例

「西川町の地酒・地ビール・地ワイン
で乾杯を推進する条例」の制定を

60周年記念の一つとして進めていく町長

近
年
の
観
光
は
、
訪

れ
た
土
地
を
歩
き
、

買
い
物
や
飲
食
を
し
、
自

然
散
策
を
し
な
が
ら
地
域

の
暮
ら
し
を
五
感
で
楽
し

む
こ
と
が
魅
力
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
観
光
立
町
を

目
指
す
西
川
町
に
と
っ
て
、

美
し
い
景
観
と
保
全
さ
れ

た
環
境
は
重
要
な
観
光
資

源
と
捉
え
て
い
る
。

　

各
地
区
の
地
域
づ
く
り

計
画
に
も
豊
か
な
自
然
や

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

里
山
づ
く
り
、
町
並
み
づ

く
り
、
歴
史
文
化
施
設
の

保
全
対
策
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
地
域
と
の
協
働

で
環
境
整
備
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

環
境
基
本
計
画
の
策
定

予
定
は
な
い
が
、
環
境
、

景
観
を
町
の
宝

と
し
て
保
全
や

活
用
を
行
な
っ

て
い
く
。

前
回
の
質
問
で
は
、

第
６
次
総
の
町
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
設
置

に
つ
い
て
の
消
極
的
な
回

答
に
失
望
し
た
。
第
６
次

総
は
町
存
続
の
最
後
の
砦

だ
。
積
極
的
な
推
進
を
希

望
す
る
。

　

交
流
人
口
の
大
小
は
町

の
経
済
全
体
に
大
き
く
影

響
す
る
。
第
６
次
総
に
は
、

地
域
が
主
体
で
積
極
的
に

取
り
組
む
内
容
に
環
境
、

景
観
な
ど
多
く
含
ま
れ
て

い
る
が
、
観
光
立
町
と
し

て
道
路
沿
い
か
ら
見
え
る

美
し
い
景
観
な
ど
整
備
維

持
に
町
の
支
援
・
取
り
組

み
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

　

ま
た
、
町
に
環
境
基
本

計
画
は
あ
る
の
か
。

問

答
▲上間沢の水仙

問

答

環境と
景観

まちづくりデザイン構想
をどう進めるか

地域との協働で推進する町長

予算
執行

委託料、補助金、交付金
等のあり方を問う

有効に適正使用している町長

奥山　敏行　議員

伊藤　哲治　議員

①　

業
務
委
託

の
中
で
投
資

的
・
施
策
的
な
観
点

か
ら
の
予
算
総
額
に

占
め
る
委
託
料
の
割

合
は
い
く
ら
か
。

　

ど
の
よ
う
な
考
え

に
基
づ
い
て
委
託
を

決
定
し
て
い
る
の
か
。

②　

平
成
25
年
度
の

個
人
に
対
す
る
負
担

金
、
補
助
金
及
び
交

付
金
等
の
総
額
は
い

く
ら
か
。
交
付
後
の

検
証
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
、
そ
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
く
の
か
。

③　

第
３
セ
ク
タ
ー

の
平
成
25
年
度
経
営

状
況
と
委
託
料
の
関

連
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
今
後
対
処
す
る

考
え
な
の
か
。

▲西川フェア開会式

▲㈱米月山工場

＊

※
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

地
方
自
治
体
や
観
光
業
者
等
が
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
全
国
か
ら
誘
客

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
日
本
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

▲町民体育館
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品
の
貯
蔵
に
も
活
用
し
て
い
る
。

◆
事
業
は
、
国
土
交
通
省
が
実

施
し
て
い
る
「
特
別
豪
雪
地
帯

産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
事
業
」
の
支
援
を
受
け
て
実

施
し
た
。

成
17
年
か
ら
幼
稚
園
を
無
料
に

し
た
。

◆
幼
稚
園
か
ら
英
語
教
育
を
導

入
し
Ａ
Ｌ
Ｔ
２
名
を
配
置
。
中

学
３
年
生
は
全
額
公
費
負
担
で

カ
ナ
ダ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
き

る
。

◆
平
成
17
年
度
か
ら
若
者
住
宅

40
戸
を
建
築
し
、
平
成
25
年
度

ま
で
に
39
組
の
夫
婦
と
子
ど
も

69
人
が
入
居
し
た
。

◆
格
安
の
価
格
設
定
の
他
に
、

第
３
子
が
い
る
世
帯
の
家
賃
は

３
万
円
、
第
４
子
が
い
る
世
帯

は
１
万
５
千
円
な
ど
の
工
夫
を

行
な
っ
た
結
果
、
子
ど
も
の
数

は
増
加
し
、
学
校
も
複
式
学
級

を
解
消
す
る
な
ど
確
実
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

◆
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し

　

大
石
田
町

　

・
人　

口　

７
千
917
人

　

・
世
帯
数　

２
千
379
世
帯

　

・
面　

積　

79.

59
㎢

　

・
予
算
規
模　

66
億
円

・
視
察
の
目
的

　

①
克
雪
と
利
雪

流
雪
溝
の
整
備

◆
流
雪
溝
に
必
要
な
用
水
を
最

上
川
か
ら
取
水
し
、
ポ
ン
プ
で

圧
送
し
流
水
す
る
と
い
う
消
流

雪
用
水
導
入
事
業
を
、
国
直
轄

で
実
施
し
て
い
る
。
平
成
12
～

14
年
の
総
事
業
費
（
国
費
）
は

約
23
億
円
。

◆
取
水
し
た
水
を
流
す
流
雪
溝

は
、
県
道
と
町
道
そ
れ
ぞ
れ
の

道
路
管
理
者
が
整
備
し
た
。
流

雪
溝
の
延
長
は
約
18
㎞
。

◆
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
除
排

雪
作
業
の
負
担
が
増
え
、
多
大

な
労
力
と
時
間
を
費
や
し
て
い

た
後
、
更
に
活
用
し
て
防
災
行

政
情
報
シ
ス
テ
ム
と
テ
レ
ビ
電

話
を
一
本
化
し
、
音
声
、
文
字
、

画
像
に
よ
る
情
報
発
信
を
全
戸

に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
。

◆
過
疎
地
で
あ
り
な
が
ら
、
都

市
部
と
同
等
に
、
高
速
・
大
容

量
な
通
信
回
線
や
通
信
環
境
が

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
企

業
誘
致
や
定
住
が
図
ら
れ
、
人

口
の
増
加
と
活
性
化
が
促
進
さ

れ
て
い
る
。

　

新し
ん
ち
ま
ち

地
町

　

・
人　

口　

７
千
936
人

　

・
世
帯
数　

２
千
609
世
帯

　

・
面　

積　

46.

35
㎢

　

・
予
算
規
模　

170
億
円

・
視
察
の
目
的

　

①
総
合
体
育
館
の
設
備

◆
東
北
電
力
と
東
京
電
力
の
出

資
に
よ
る
火
力
発
電
所
が
あ
り
、

予
算
規
模
は
大
き
い
。

◆
体
育
館
の
工
事
費
は
約
17
億

円
で
平
成
11
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

ア
リ
ー
ナ
は
１
千
428
㎡
で
バ

レ
ー
コ
ー
ト
３
面
分
、
そ
の
他

の
設
備
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
、
更

衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
幼
児
室
、

保
健
室
、
会
議
室
、
観
覧
席
等

が
あ
る
。

◆
建
設
か
ら
14
年
が
経
過
し
、

施
設
の
利
用
状
況
は
、
シ
ャ

ワ
ー
室
と
幼
児
室
の
利
用
は
少

な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

に
は
７
種
類
の
機
械
が
あ
る
が
、

主
に
１
種
類
し
か
使
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
感

じ
た
こ
と
は
、
徹
底
し
た
議
論

の
中
で
手
間
と
暇
を
惜
し
ま
ず
、

ト
ッ
プ
が
決
意
を
持
っ
て
や
る

こ
と
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
か

け
る
真
髄
で
あ
る
と
話
さ
れ
て

い
た
事
で
す
。

　

金
山
町

　

・
人　

口　

６
千
175
人

　

・
世
帯
数　

１
千
803
世
帯

　

・
面　

積　

161.

79
㎢

　

・
予
算
規
模　

35
億
円

・
視
察
の
目
的

　

①
森
林
資
源
を
活
用
し
た
新

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

　

②
克
雪
と
利
雪

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

◆
平
成
17
年
度
に
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
調
査
を
行

う
。

◆
町
内
の
重
油
等
の
消
費
が
多

い
主
要
施
設
で
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
と
し
、
平
成
18
年
に
詳

　

会あ
い
づ
ば
ん
げ
ま
ち

津
坂
下
町

　

・
人　

口　

１
万
６
千
491
人

　

・
世
帯
数　

５
千
426
世
帯

　

・
面　

積　

91.

65
㎢

　

・
予
算
規
模　

83
億
円

・
視
察
の
目
的

　

①
自
治
基
本
条
例

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

◆
地
方
分
権
へ
の
対
応
と
し
て
、

自
己
責
任
、
自
己
決
定
の
自
治

体
運
営
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
た

め
に
条
例
を
制
定
し
た
。

◆
条
例
が
期
待
す
る
も
の

・
自
治
運
営
の
仕
組
み
が
分
か

　

り
や
す
く
示
さ
れ
る

・
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る

・
他
の
条
例
制
定
の
指
針
と
な
る

▲

木
質
バ
イ
オ
マ
ス　
　
　
　

ボ
イ
ラ
ー
棟
（
金
山
町
）

▲

揚
水
機
場
施
設
（
大
石
田
町
）

５
月
14
日
に
金
山
町
と
大
石
田
町
に
行
き
ま
し
た
。

６
月
17
～
18
日
に
福
島
県
会
津
坂
下
町
、
磐
梯
町
、
新
地
町
に
行
き
ま
し
た
。

活
か
そ
う
わ
が
町
に

行
政
視
察
報
告

細
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。

◆
平
成
25
年
３
月
に
完
成
し
た

温
泉
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
の
管
理

は
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
振

興
公
社
に
指
定
管
理
と
し
て
委

託
。

◆
総
事
業
費
は
約
１
億
７
千
600

万
円
で
、
う
ち
補
助
金
が
１
億

２
千
600
万
円
。

◆
町
内
の
木
材
関
係
者
が
燃
料

の
チ
ッ
プ
材
を
供
給
す
る
事
に

な
り
、
町
内
の
産
業
活
性
化
と

雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
。

◆
重
油
か
ら
チ
ッ
プ
材
に
変
え

た
事
で
、
年
間
200
～
300
万
円
の

燃
料
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

雪
室

◆
国
土
交
通
省
の
１
／
２
の
助

成
を
受
け
、
２
千
300
万
円
で
雪

冷
房
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

◆
雪
で
冷
や
し
た
空
気
を
金
山

町
森
林
交
流
セ
ン
タ
ー
の
冷
房

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
９
月

上
旬
ま
で
利
用
が
可
能
で
、
食

・
住
民
参
加
、
参
画
や
そ
の
方

　

法
が
明
示
さ
れ
一
層
自
治
意

　

識
が
高
ま
る

　
　

な
ど
で
あ
っ
た
。

　

磐ば
ん
だ
い
ま
ち

梯
町

　

・
人　

口　

３
千
732
人

　

・
世
帯
数　

１
千
200
世
帯

　

・
面　

積　

56.

69
㎢

　

・
予
算
規
模　

42
億
円

・
視
察
の
目
的

　

①
若
者
定
住
対
策

　

②
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用

　
　

し
た
行
政
情
報
の
活
用

　

③
町
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　

施
策
の
展
開

◆
赤
レ
ン
ガ
を
基
調
と
し
た

「
共
感
を
呼
ぶ
公
共
施
設
」
を

配
置
す
る
統
一
し
た
美
し
い
町

づ
く
り
を
実
施
し
て
い
る
。

◆
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
・
人

づ
く
り
は
教
育
で
あ
る
と
の
信

念
に
基
づ
き
、
教
育
の
充
実
に

力
を
注
い
で
い
る
。
３
歳
ま
で

は
保
育
所
、
４
歳
以
上
を
幼
稚

園
と
し
、
幼
・
小
・
中
一
貫
教

育
と
し
て
い
る
。

◆
一
貫
教
育
実
現
の
た
め
、
平

▲説明をしてくれた磐梯町長

▲会津坂下町での研修

▲新地町体育館のトレーニングルーム

　★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　行
政
視
察

　★
議
会
運
営
委
員
会

　
　行
政
視
察

た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
約
800

世
帯
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
た
。

◆
今
後
の
整
備
は
、
国
の
財
政

事
情
が
悪
化
す
る
中
、
厳
し
い

状
況
に
は
あ
る
が
、
繰
り
返
し

要
望
し
な
が
ら
粘
り
強
く
進
め

て
行
く
。

　

今
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
も

全
員
同
行
し
、
２
つ
の
町
の
視

察
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

事
業
を
計
画
し
た
ら
、
国
・
県

等
の
行
政
機
関
、
地
域
の
地
場

企
業
、
学
識
経
験
者
等
と
の
連

携
を
図
り
、
着
実
に
粘
り
強
く

事
業
を
推
し
進
め
る
事
が
肝
要
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
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町民

町長
選ぶ選ぶ選ぶ選ぶ

町民個々人の声を聞く 町
民
の
た
め
に

仕
事
を
す
る

町の仕事や予算、きまりなどを決める
町の仕事に町民の意見を反映させる

町の仕事や予算、きまりなど提案する

選挙選挙
町議会
議員

モニターの声 町民体育館の事業費は、遅れるとますます高くなると思う。早く決着つけるべきでは？ モニターの声 いつも、イラストや漫画がたいへん良いと思う

　

国
と
町
、
２
つ
の
議
会
は
、
同
じ
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
２
つ
の
組
織
は
全
く
違
っ
た
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
会
は
一
元
代
表
制

　

一
元
代
表
制
と
は
、
国

民
が
選
挙
で
選
ん
だ
国
会

議
員
が
、
国
会
で
内
閣
総

理
大
臣
を
指
名
し
、
総
理

大
臣
が
必
要
な
大
臣
を
任

命
し
て
内
閣
を
つ
く
り
、

国
会
に
対
し
て
連
帯
し
て

責
任
を
負
う
仕
組
み
の
こ

と
で
す
。

　

国
会
は
、
総
理
大
臣
が

所
属
す
る
与
党
と
野
党
に

分
か
れ
ま
す
が
、
野
党
に

は
次
の
よ
う
な
重
要
な
役

町
議
会
は
二
元
代
表
制

　

町
民
に
よ
る
直
接
選
挙

で
町
長
と
議
員
を
選
ぶ
制

度
の
こ
と
で
す
。

町
長
の
権
限

　

町
長
は
、
町
の
仕
事
や

予
算
や
条
例
な
ど
の
議
案

の
提
出
権
や
人
事
権
な
ど
、

「
大
統
領
並
み
」
と
も
言

わ
れ
る
幅
広
い
権
限
が
あ

り
ま
す
。

町
議
会
の
権
限

　

町
長
は
、
町
の
仕
事
や

予
算
、
条
例
な
ど
を
提
出

す
る
権
利
は
あ
り
ま
す
が
、

一
人
で
決
め
て
実
行
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
行
す
る
か
し
な
い
か

を
決
め
る
議
決
権
は
議
会

に
あ
り
ま
す
。

　

議
会
が
議
決
す
る
こ
と

で
、
は
じ
め
て
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
が
実
行
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

　

町
民
の
選
挙
で
選
ば
れ

た
町
長
と
議
員
、
両
者
の

合
意
に
よ
っ
て
町
の
仕
事

は
決
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

割
が
あ
り
ま
す
。

・
政
策
や
法
案
に
対
し
て

修
正
す
べ
き
と
こ
ろ
は
修

正
を
求
め
る
。

・
与
党
が
強
引
な
国
会
運

営
を
行
な
っ
た
場
合
に
は

歯
止
め
を
か
け
る
。

　

一
元
代
表
制
は
、
与
党

と
内
閣
が
一
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
与
党
が
圧
勝
し

た
場
合
に
は
、
野
党
の
歯

止
め
が
き
か
ず
、
独
断
専

行
と
な
る
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。

町
議
会
の
仕
事

■
町
の
仕
事
を
調
査
す
る

　

議
員
は
、
町
民
の
代
表

と
し
て
、
町
が
し
よ
う
と

す
る
仕
事
や
予
算
、
条
例

な
ど
の
内
容
を
調
査
し
、

問
題
が
あ
れ
ば
修
正
を
求

め
ま
す
。

■
町
の
仕
事
を
決
め
る

　

町
長
が
提
案
し
た
仕
事

や
予
算
、
条
例
な
ど
を
実

施
す
べ
き
か
、
も
っ
と
検

討
す
べ
き
か
の
決
定
を
行

い
ま
す
。

■
町
の
仕
事
を
監
視
す
る

　

町
の
仕
事
や
予
算
、
条

例
な
ど
が
、
法
律
に
違
反

し
て
い
な
い
か
、
町
民
に

と
っ
て
公
平
で
あ
る
か
、

効
率
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
、

町
民
全
体
の
立
場
に
立
っ

た
視
点
で
、
常
に
監
視
し

な
が
ら
そ
の
良
し
悪
し
を

判
定
し
、
評
価
し
ま
す
。

■
町
議
に
与
党
・
野
党
は

　

な
い

　

町
議
会
に
は
、
常
に
町

長
に
賛
成
す
る
「
与
党
」

や
常
に
反
対
す
る
「
野

党
」
と
い
わ
れ
る
議
員
は

い
ま
せ
ん
。

　

議
会
は
、
常
に
町
民
全

体
の
立
場
に
立
っ
て
、
一

つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
つ
い

て
丁
寧
に
調
査
し
議
論
し

て
、
ど
う
す
る
べ
き
か
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

一元代表制と二元代表制

国民 選挙選挙 指名指名国会
議員

与党与党

野党野党

町民 選挙選挙 選挙選挙町議会
議員

課長課長課長課長課長課長

与党与党

野党野党

大臣大臣大臣大臣大臣大臣

議員から
各課長が選ばれる

議員から
町長が選ばれる

町長町長

首相首相

もしも町が
一元制代表制
だったら…

町議会は二元代表制町議会は二元代表制

国会は一元代表制国会は一元代表制

国と町の議会って違うの？
シリーズ 1

もっと
　知ろう
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議
会
全
員
協
議
会

■
６
月
２
日　

第
５
次
総
後
期
実
施
計
画
最
終
実
績
等

■
７
月
３
日　

議
会
と
町
民
の
対
話
の
集
い
検
討

議
会
運
営
委
員
会

■
４
月
18
日　

第
１
回
臨
時
会
の
運
営

■
５
月
15
日　

第
２
回
臨
時
会
の
運
営

■
５
月
22
日　

第
２
回
定
例
会
の
運
営

■
６
月
17
・
18
日　

行
政
視
察

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
４
月
16
日　

事
務
調
査
「
町
の
財
政
計
画
」

■
５
月
13
日　

事
務
調
査
「
町
民
体
育
館
」

■
６
月
２
日　

請
願
審
査
・
事
務
調
査
の
課
題
整
理

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
５
月
14
日　

行
政
視
察

■
６
月
２
日　

請
願
審
査
・
事
務
調
査
の
検
討

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
６
月
３
日　

レ
イ
ア
ウ
ト
会
議

■
６
月
13
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

■
６
月
19
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

■
６
月
27
日　

議
会
だ
よ
り
第
１
回
校
正

■
７
月
１
日　

議
会
だ
よ
り
第
２
回
校
正

■
７
月
４
日　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
７
月
８
日　

議
会
だ
よ
り
第
３
回
校
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
委
員
会
と
も
全
員
出
席
）

語ろう！　西川のために
「議会と町民の対話の集い」開催

意見を！　未来のために
　

町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

対
話
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
豪
雨
災
害
に
よ
り
中
止
い
た
し
ま
し
た
の
で

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、ま
ち
づ
く
り
の
問
題

や
課
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　★
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
が
調
査
し
て
い
る
主
な
事
項

１　

町
立
病
院
の
在
り
方

２　

小
中
一
貫
教
育

　
　

の
在
り
方

３　

町
民
体
育
館

１　

観
光
産
業
の
振
興

２　

就
労
の
場
の
確
保

３　

克
雪
・
利
雪

◆日　程

活動内容は、議会だよりを読んで、その感想をア
ンケート用紙に記入して返送するというものです。
中学生、高校生の皆さんも大歓迎です。
ボランティアとしてのご協力をお願いいたします。

応募締切日　８月２０日（水）午後５時
連　絡　先　西川町議会事務局　電話７４－５０５５

若
干
名募集しています

議会だより読者モニターを

議議
会会
のの
動動
きき

期　日 時　間 地　区 場　所 担　当

7月22日(火) 午後7時30分 海　味  海味公民館 井場榮治・宮林昌弘・奥山敏行
横山　修・佐藤耕二

7月25日(金)

午前10時 志　津  志津会館 青山知教・古澤俊一・伊藤哲治
佐藤幸吉・飯野咲子

午後7時30分 綱　取  綱取公民館 青山知教・宮林昌弘・伊藤哲治
佐藤幸吉・飯野咲子

午後7時30分 沼　山  沼山多目的集会センター 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
横山　修・佐藤耕二

7月28日(月)
午後7時30分 水　沢  高齢者コミセン 青山知教・宮林昌弘・伊藤哲治

佐藤幸吉・飯野咲子

午後7時30分 本道寺  本道寺地区集会センター 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
横山　修・佐藤耕二

7月29日(火)
午後7時30分 入　間  入間公民館 青山知教・宮林昌弘・伊藤哲治

佐藤幸吉・飯野咲子

午後7時30分 岩根沢  岩根沢公民館 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
横山　修・佐藤耕二

7月31日(木) 午後7時30分 吉　川  吉川地区研修センター 青山知教・宮林昌弘・伊藤哲治
佐藤幸吉・飯野咲子

8月 1日(金) 午後7時30分 間　沢  間沢公民館 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
横山　修・佐藤耕二

8月 4日(月)
午後7時30分 小　山  小山児童館 青山知教・宮林昌弘・伊藤哲治

佐藤幸吉・飯野咲子

午後7時30分 睦　合  睦合公民館 井場榮治・古澤俊一・奥山敏行
横山　修・佐藤耕二

8月 5日(火) 午後7時30分 大井沢  大井沢交流促進センター 青山知教・宮林昌弘・伊藤哲治
佐藤幸吉・飯野咲子

町民の幸福町民の幸福

議 
員

だいじょうぶか？

予算予算 条例条例
○○
事業
○○
事業

○○
事業
○○
事業

議 

員

議 

員

町 

長
町 

長

議 

員

財 政財 政

条 例条 例 条 例条 例

○○
事業
○○
事業

○○
事業
○○
事業○○

事業
○○
事業

○○
事業
○○
事業

町長提案町長提案
不足している
点はないか？

もっと検討
が必要だ

議 

員
議 

員

が
ん
ば
れ
！

急
げ
！

議員
提案
議員
提案

議 

員追加が
必要だ

決
定
決
定

町議会の仕事町議会の仕事
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／
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〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　
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印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

と
根
付
い
て
お
り
、

先
輩
の
先
見
の
明
と

偉
大
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
各
町
内
会

若
衆
会
を
中
心
に
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
話

し
合
い
を
重
ね
、
準

備
を
行
い
開
催
し
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
区
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
所
か
ら
貴
重

な
ご
寄
付
と
区
か
ら

の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
が
35
回
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
吉
川

の
お
祭
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
も
検
討

し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
祭

り
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▲ 吉川若衆会（第1町内会）の皆さん

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　
　

長　

井
場　

榮
治

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　

横
山　
　

修

　

副
委
員
長　

佐
藤　

耕
二

　

委　
　

員　

伊
藤　

哲
治

　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

●
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
　後
　集
　記

『 若い人 』シリーズ　7

代　表　工 藤 　 誠  さ ん （吉　川）

　

吉
川
区
の
月
山
神
社
祭
典
は

今
年
で
34
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

祭
り
は
、
例
年
５
月
３
日
の
開

催
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
晴
天

と
な
り
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。　

　

遠
く
に
月
山
の
姿
を
眺
め
な

が
ら
、
６
つ
の
町
内
会
を
各
神

輿
が
巡
回
し
、
午
後
か
ら
は
、

旧
川
土
居
小
学
校
体
育
館
を
会

場
に
演
芸
会
で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
月
山
神
社
祭
典
の
始
ま

り
は
、
地
域
の
先
輩
方
が
各
町

内
会
若
衆
会
の
組
織
を
中
心
と

し
て
話
し
合
い
を
持
ち
、
区
役

員
の
方
々
や
公
民
館
、
町
内
会
、

婦
人
会
、
そ
し
て
子
供
育
成
会
、

青
年
部
な
ど
各
種
団
体
の
協
力

の
も
と
、
地
域
お
こ
し
の
大
事

業
と
し
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
、

今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。

　

今
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
と
生
活
の
中
に
し
っ
か
り

吉
よ し か わ わ か

川若衆
しゅう

会
か い

の活動

次回定例会は
9月です

皆さん傍聴して
みませんか

インターネットでも
ご覧いただけます

議会へのおさそい

　

昨
年
の
７
月
は
未
曽
有
の
豪

雨
災
害
が
あ
り
、
町
内
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

早
く
も
一
年
が
過
ぎ
、
今
年
度

の
町
の
予
算
は
災
害
復
旧
を
第

一
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
と
議
会
が
力
を
合
わ
せ
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
月
山
筍
の
シ
ー
ズ
ン

は
終
わ
り
ま
し
た
。
タ
ケ
ノ
コ

や
シ
オ
デ
な
ど
、
月
山
ブ
ラ
ン

ド
の
拡
大
な
ど
を
含
め
た
第
６

次
総
合
計
画
の
重
要
な
課
題
が

山
積
み
で
す
。

　

課
題
解
決
に
向
け
、
議
会
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

皆
様
、
お
体
に
は
十
分
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
耕
二
）


